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序

J波数地区は当市の..It81外こ仇ほし、八女丘陵上の台地に所花しておりま

す。向くから稲作や果樹等のJ:.!l耕に富んだよ出であり、近年では人口憎や

IHJ)~をにより向然と街が一体化した日l図都市として栄えております。

このl球数地区の歴史については、古くからその作花を指摘され、発掘

調査から当市最古の石綿の出仁や、特に弥乍時代から占的時代にかけて

の大集落が形成されるなど、遥か111代の生活の一端が明らかになってお

ります。

今11Uの調脊は九州新怜紙!建設に伴い倣域を受ける路忠良部分の訓査であ

ります。J1t跡からは弥生時代を小心にl明治時代の近代資料まで雌認され、

その陀!との長さや弔みを感じ得る訓育となりました。

ブ~~I同制台Lこ |際しましては、得関係機関に多大なるごf~4角午、ど支t震をい

ただきましたことに心から感謝111しkげます。

平成19年3月

筑後"1教行委員会
教育長城戸一男



例雪

し本川は平成17年度に筑後di教行委n会が行った蹴数立野追跡のI即売文化財発刷捌fi制作占である。

2. ~~制調1Uえび11¥ l二辿~の鞍JIJlは筑後rb教(1蚕1.1会がfiっ た。 11\土辿物、 l火IlfLi、官民等は筑後市教育

をは会で収j減、保管している。先制訓lfi及び鴨川作業の聞係者は節 U;1に記している。

3.本JJに使川した|火|耐の遺構除|はヒ村史上が作成し、レンガ構造物の訓l日比 ・l次|化は".7d!IJエンジニアリ

ング (株)に蚕11E した。 また刷地のJI~~VI }，I，(・/1<tl'l }，I，~ iHlJ raをアジア航測 (株)に号言。托した。遺物の実測、

沖.r~は幣珂!委1托IH~として (f吋)厄興キ文化財研究所 ftI!文Jぷ 櫛)~JlI!絵 磁波J'¥r 丸山裕比了・が行っ

た。

4 . 本』に{史川したi也捕 ・ 辿物の写f.í;~M~1~は l二村が行った。

5.今|叶の調汽にJlJいた測日版制は11i!b捌1引'tmu座棋系(Ilt界測地系)をJJj郁としている。

6.本内にイ古川したi自制のJ(/Jミは以ドの附りによる(筑後diにおける州政文化財のi取り扱いについて:

2002'こ削拠している)。

SI r:寝穴住町 SD -出 SK 上嶋 SP ピット

また、本文月lの山七Jrl物についてOxoのJ<;l~は lifðJiの可能性がJ5・えられるというなl味である。

7. 本J~の制娘、 相t~は L:村が行った。
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1 ，調子モ経過と組織

1波数立野遺跡は筑後市大下政数字¥J.野に所花する。九州車(r•. :手線iI!設にfir-いnn先原!大1.，P1である独立行政

法人鉄道ill設 ・ 迎輸施設幣~lll文m機構との I: 'H 1て私!などに閲する協議が平成00年00刀に福岡以教育委

日会、筑後di教育委U会/JI J，~':のもと行われ、、!1:J&OQ11ミ00月福岡以教行盈U会による拭捌 ・ 確認調~が

行われた。試J閥・服認調査の結果から辿榊がfiol，認された問所について筑後rli教育蚕品会が本制売を行う

引で介ぷし、平成18年1月から平成18正F2Jlまで払!地で、の本調査を行い、栴:f11!制作llf作JV(作業を平成19

年3)J 3111に完了した。

先制品Idf'f.に|則わる:制打組織は以ドのとおりである。

1 )、1'-成17年度(調査)

総括 教行長

教tf部長

庶務 社会教行J'，J!Jえ

文化スポーツ係j乏

文化スポーツ係

(文化財如、''11間以)

2)平成18年度(報竹内作成)

総指 教育長

3)先制調査参加将

I山Jt:イjぷ

4)惣f1M作業参lJfJ拘

教行部艮

社会教行i部品

文化スポーツ係1~

文化スポーツ係

(文化財fft¥Ii IffiHl) 

械ri 一男

fili似 修

川rll {，町一

}l(子

永l~ 秀徳

小柿見作

1 :村 民 1:(本調内111吋)

阿比伺 1:朗

。点}1 ーリj

、[7.rnf JEill 

111'11 {前一

北JJJ 鈴夫

永1~ 秀徳

小林 ifj作

1 :村民 1:(槻flhl?相、'i)

IllIf比開 l二印1(-6)J301l) 

?特J'I!MJ.lJJU 丸山裕比子松波式子

幣JII!作業U 梢滑愛

調1'e&び戦:E11I作業に際しては次のJj々にど指導、ご教示をl闘った。記して心より感謝1]1し上げます。()眠

不|司、敬称附)

"1品恒次郎、山村む柴 (A宰府di教1守安臥会)狭川良一 (財団法人元興、千文化財研究所)板井義哉(大

牟印di救行委民会)



n.位置と環境

筑穐rlîは R，i IMJV，~のl宇~ IJ4部、筑紫、IL町の11 1火持1Iに似Wlする。 dr域を JR 山山山本線と IEIJ.ü209りが縦断し、

|石lJ.iJ442けが横断する。また、 diI'~j[ft~には一級河川の欠羽目11 、 q l央部には山ノ沖川や北米川、北部には

ftll川が阿治する。市北部にはLf納111地から派生する八矢口:1墳がl州に延び、瓶概tIJのifi'1池がLllflfする。

低位J"i状地であるJ.Ur~iSや、{民地である市IJÿ部にはJ;_~;R水路が発述している。 '~ rljは県内有数のI~)草地m

であり、北部のほ陵地械では民刷I~~や茶封"、 j.J，O'lISでは米主小心の川I~II J山市が広がる。 市街地はIlillliに沿っ

てrlJの"1心i'ftSに形成されている。

l.れ人111，'，ttt 62. 以~J.liノM政治跡:';f)2次 202.総数似・，'if巡跡術l次

4. f;，白 L，'j'，'it代 63 flk田fM敗追跡徐2次 207 ，lqip.U Ij~他ì1'l跡

5.鋭敏J.I!}...{般III跡ml:欠 94.級数民JJ;!山追跡 209.熊野fii聞Ji自跡

8. 111 fJUill跡 1 64 . 熊!Vfr~fl~辺i閥、 210. 以数ぬノ本~跡

9. ~数漁ノぶll'lr:帰省)1次 167.熊野山ノIVJm跡、 211. ~数{!t!，J ， f~跡m2次

11 欠J:'~， I ，ttt 173.1川市川小次f!llhll'l跡 212.以数 :自li丸泊跡

14.鋭敏&ノホ遺跡、羽)2次 174.1
'
4ホ111ual'遺跡 213.総数u畝間f巡跡

16.I'Gか川純，'，'i1'lM・ 179.1'4ホmM，'i'o..I!i1l跡 222以教大谷il'l跡

17.紋数ぬIIAI跡 191.[，側1fJ!<PITJr:I跡 210.雌数立国firl跡

18. ，，1IrI\J.'~山辿跡 192 t眼目'f.f'i:ノド追跡

36. 久r.H:~I，11遺跡 195. ffii~lf 7i:JXIlIJr:I跡

42. ~~t主亦t}，，)l1跡 1 96. trn~lf，"\ノ徒出初、

59. 1'~か川11'1徳i'l1ì遺跡 197.峨数均的11I)U跡

61.熊野間敏ll'l跡 200内ヰ'Ill'('llt，'j.泊跡
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皿 調子モ成果

(1) はじめに

I~II古r~はill跡純1mであるが，)300n1を，lQ)jごした。 .EJm~は制点都H2m- 15m.f'tlの耐に傾斜する却11である。

li1梢の抑IIIIJは表仁から辿梢而までを(イf)フクシマ収機 (代友 JI.ヒlム，W に蚕託し、辿も1'~I (Ijか らは地

元作業'1による手作業の刷11illを行った。

品，~11:は干1&18年 l n から行い、‘1~IJ，IU8{1ェ2 ) 1ポに終 fした。

Ii・1Ú'Lはが~35rm九 t! Ocmの耕作 l' トに約 1 0 --35cmの茶色 1-:の臼，'tJ同 (']1J/1・時代--Ili邸時代のm物を合

む)を検11¥し、茶色 L:lt告去徒、|リ!茶色 1.の地山をliilil出した。;tt制はIlfJ茶色!の地111に切り込む形で検/11

している。 IU，~tilX. f判制ではIUJ*色 1 :の ヒに i1旬、~~色 I:o)~試合11"';ないしは慨地}\"I と Jfえられる JI"・1 も検/1\ して

いる。

検/1¥したAJ#J'は噴火住凶、 u腕、ピット、川である。後述するが、品，111:1，(:はfJU，:のJRJ血児品本紛糾

附と、11.行に『没í-Ëされており、忠良『告を~hi役する隙に (1リJì'h20"1ミ ，jíHをと}.!，tわれる)線路を繊切る水路を線

開1 ドm~に抜くための/1<路 (n市出)を検/1\ している
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 Fig.2 嗣萱地点位置図 (1/2500)

mf1i' (35-40cml 

つτJ叫 15
Fig，3 鯛査区基本土層図
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(2) 検出遺構

土壌

SK05 (Fig.4、Pla.2.-...-8)

平面形態が円形を呈し、両サイドが突起状に張り出す土横である。検出幅約2.65m、張り出し状部分

径約3.25mを測る。3面の床状の面(掘り直しかは不明)を確認しており、 1・2面の底部は硬化している。

また、張り出し状部分の底部も硬化している。断面形状は1・2面で播鉢状を呈し、 3面で逆台形を呈す

る。1面の底部付近の2箇所で、奥行き約O.5m程の横穴状のピットを検出した。遺物は弥生土器費、サヌ

カイト石鍛、黒曜石剥片、サヌカイト剥片を出土している。

SK05 

⑧ 

2m 
15.60m 

。
15.6ゆm

Fig.4 SK05実測図 (1/40)
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SIO 1 (Fig.6、Pla.1 0-13) 

調作IX:北側に位置する正JJT~の作J~}である。 検11\

~IIII約4 .4 m 、 jぷ凶iまでの深さ以大0.44mをiJIIJ り、抽!

り IJ深さ約0.4 8111を訓IJ る。 Jt*II，~由1付近にj火色料j 1: 

が付けられ、その南側に炉もしくは溜と行えられる

焼上山跡と 1:製の文脚が添え{、Iけられている。jぷI市

の状7}cは.It*部分に帆都JO.9rn、深さ約0.21111の L

j肢が作付し、 4Æ>:村i となる柱穴が(，~(じする?Jぷ同iで

ほぼ完J~の刈却が5伊|削れた状態で検/ 1 \ された。 j求 。
1Mを~hdl~111麦、市内|判で艮*Itl約 J .75m、先l.'IQh約0.9m 、

深さが~0.27mの|判丸投ノ'JT隠の |て峨を目指認した。 また、

SK 15 (Flg.5、Pla.8・9)

訓h'~i医 [:1 '*で検山した民jj形の t械である。 検11\

1乏申III約1.45m、見i軸約0.7m、深さ約0.6mを測り、

1~帥がほぼ*西をとる。 111!Îサイドがテラス状に捌ら

れており、 Jじl珂削には喧111iから捕方11，)にピット状に

制られる。このピット状の泊械のJiH1:は炭化物や焼

仁、砂が多く入る。jU村I"W上は比般的'1次白で、峨11(

はテラスも3め脱化している。:ud物は弥生 k出n-、
サヌカイト)¥'， (i事~，'iî'，を/LI 1:している 3

li慢i'叶l:J，lf

SK15 

".60"， 

" GOm 

2m 

-ーFig.5 SK15実測図 (1/40)

住プ〈ではない随敬のピッ トも(líli，~している。 泊物は叩上から怖II~ 1て間関、 t:Mj~íl師、，'.'Ij師、問、ミニュ

チュア 1:服、サヌブJイトJ向J)ヤ、削行却下I I~ 、 Jぷ1mから UiIIi総師、，flì杯、出向|糾 1:臓から U~li~~裂を山上

している。

S110 (ドIg.7、Pla.13-15) 

I~~ -ð: r;z北側の $K051~1側に他出し、品，Ittl白人lでは~榊の約 1 /3ねl立の検11\にWI ま った。 [11形のftJ.rJと

与えられ、検山M大民約5.75111、ほ1Mまで・の川大深さが'JO.2m、、品11り刀深さ約0.23111を測る。床面は

Jγr制化しており、村:i・〈と与えられる ピッ トを2m}肝融犯している。)ぷ|而|除去後に SI50を検11¥している。

Al物は削 1:から怖'1--:1二間割、サヌカイトイ[鍬 .)，訓J)'，.、 HWlil行)~Il)t、!ぷ1Mからサヌカイ ト ~M) '，'をIIU:して

いる。

$150 (FIg.7、Pla.13.....15)

SII OJぷ削除去後に検H \ したll::t梢である。 [lJJ惨と J7えられ、検/I\~占大民約3.85m、 lぷI耐までの以大深

さ約0.12m、制り方深さ約0.13mをil!11る。J末rfllは舵化している。辿物はサヌカイト)tctJJ'，-を/1¥ 1二している。

$120 (Flg.8、Pla.1 6~ 1 8) 

調査1;>(rll火で検出した正方形に近い小引のfH'}酬である。検山良'liIh約2.1501、検11¥知，Iqll約2.05m、

同化したj未聞は存住しない。刷り方深さ約0.4mを削11る。埋上に迎物がlj{lど合まれず、掘りプJ岐部で完

j隠の蛾が1J;'~横倒しの状態で検11\ し、 |憐でピットを検11\ している。 埋 Hこは焼上や炭化物が含まれる。

SI25 (Fig.9、Pla.19-21)

IV，'J内区 l~íßlI1で検I U した円形と与えられる住}Ii;跡である。 i山榊のI~j半分がìl，7 (レンガ梢泊物とセットの

J)<附)に切られており、 SI45を切る。 検IHM人'民約4.5m、揃| り h深さ約0.45mをìM11 る。 Ji:!物は仰乍 l~~~盟、

サヌカイ ト行跡、 J品Oal石剥片、サヌカイトポIJ)t.が/1¥ 1:している。

SI45 (Fig.9、Pla.J9-2J)

S125に切られている住居跡である。 *側および南側は脱話Lと制に切られている。 検1111~~油約2.2m 、

組州約2.lm、床面までの最大深さ約0.45m、掘りIJ深さ約0.48mをi1IlJる。
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5110・50実測図 (1/40)
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I.t開作:1::(燭.A匝色1;)
2.植民茶色J;
3棟集鈍色上(1+1困層}
4.・由貿'*'色土(S.50)
5.".色1:(S.501事輔}
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，.餓厳尚也，.，
2.111般陶色 !.1mb‘制じる
3. 1)1 IAI品位 H
4雌側最色， J 
5.附尚111色1
6.附糸色 "11，)10
7.織品峨色 11焼 u
H岬1.品位 t

Sも

-ゐ
曲
。
量

14.80m 

。 2m 

Fig.8 SI20実測図 (1/40)

(3) 川上辿物

SIO l).ぷ1M(Fig.5、Pla.31)

I:fl!li出
師 (I・2) 1 は 11任1 4 .3cm、~~ ，1'，tj 5 .0cmをñ!11 るほぽ完j伝の何である。 I1締r111~1川向させ、体行1I と !夜間i外

1(liはF持ちヘラケズリ?をナヂを施す。)附 |二がよく制泌されており、淡棺茶色を叫する。2は岐部を欠-tllし、

1 11f 16.0cmをißtlる 。 j持粍が押しいためIUM~~は小IUJo )附 1:はよく制泊されている。

，1，':jTfく (3--5) 3は脚端部と 11綿を~1'~1欠制するが阿部fH宅 1 3 .3cm、脚~~~王9.75cm、間，1'69.75cmを?JIIJ り、

師仰はmんでいる。11緑郎外1(liは に以によるミガキに近似する訓踏を施し、体nil外1Mは手持ちヘラケズ

リ後ナヂを施す。脚部外而はj釘.j.1のため，岡部は不明、内面は指iIiUUと工只泌が残る。4は阿部LI径 13.4

cm、脚制作12.3cm、船出j11.0cmをilllJる。11線部内外出に摘JjlhJのミガキを施し、休部内1(0は不定方向

にミガキを施す。外聞は肝粍のため訓l較は不IUloHfLUまよく罰II~されている。 5は!即日ß)Tで相俺 12.0cm

伐存船山6.7cmをi!IIJる。外而は11，nのためi岡地不11月、内l(rIは不定JjlIIJのナデと折副泌が伐る。相端部は

ヨコナデ。

1:製jill

立脚 (6)粘 1:でlr'ilめられた支!出!と与えられる。 J:怖に:tJ'1選された粘上を川い、 Ft.ilは*Ilい名li上でイ士上

げる。淡柑茶色を包しており、かなり脆い。

SIO 1 (Fig.15-17、Pla.31・32)

l泊Iff~~

J;f (7"'" 9) 7は円径1 3.4 clll、~fI尚4.6cmを測る。 I1綿部を内情させ丸みを持たせている。 由粍のため調
- 8 -



SI25・45

A 

⑧ 

-B' 

A 

2m 

14.00m 

山脇山側協;，i
13.60m 

Fig.9 SI25・45実測図 (1/40)

1.旗第縄色上(Jte'l1Ie鐙製}
2・察側色t(鼠色土製!.l
3.嶋.色上
4.t高鍋補色t(帯平値化J
5.償鳳色土

整は不明であるが、底部内面にナデの痕跡が若干残る。8は口縁部片で内湾させる。磨耗のため調整は

不明。胎土がよく精選されている。9は口縁部片で若干内湾させる。内面に横方向のミガキを施す。外

面は磨耗のため調整は不明。胎土がよく精選されている。

高杯(10)杯部口径13.9cm、脚裾径8.9cm、器高10.4cmを測る。口縁部をヨコナデ、体部外面を手持ち

ヘラケズリ後ナデ、内面を不定方向のナデで仕上げる。脚部は外面は磨耗のため不明、内面は工具痕と

指頭痕が残る。胎土がよく精選されている。

弥生土器

費(11.......19・23)全て口縁部片である。11・12は顕部をやや屈曲させ口唇部にキザミ目を施す。頚

部下に断面三角形の突帯を貼り付ける。13は口縁部を貼り付け外側に屈曲させキザミ目を施す。 14は
- 9 -



2m 

SI35・40

。
F 

~ I14.110111 

励川断

， ， -AFゐ
骨
量

1.州第尚色 1
2.機晶肉色 1
:J.峨前陶白 1・
4輔自信也 1:
5 .附oI\~ 1 (制 ~，~制1
fI.S.:l51射抽{
7.S.401l-刷

14.40111 

防耐橋記ゴ
5135・40実測図 (1/40)Fig.10 

|人lrfjさせ|寸村部を平らに化1:げる。11制外luiにキザ.ミ11を施す。休部外1mはハケ11015は外反する，， 

紙日IS片で円id自rsに細かいr1]~のキザミ円を施し~~~mSには術創出が矧る。 1 6はやや強く ，-，紙が岡山し、

キザミ 11を施す。 !lfúffi~ Fには摘ん・1"')のミガキを施す。 17は14と同様に，-，綿怖をII，Jiり付け外(lITにキザミ

flを施す。 18は， ，繰~11S在やや外に摘み山し円形の剤nかいキザミ 1--:1 を施す。 1 9は円総をj川 lltlさせ、加I~告

はj科粍が押しいため不lり1023は服ni~片で底符UO.9cmを測る。 内外|師は不定方1111のナヂ。

ヒ(j，fJ~~

現 (20-21) 20はu符]8.0cmを測る。外町は斜Jj向のハケ円、!大')I(IIは不定方向にケズリを施す。焼

成良好で淡位茶色を呈する。21はU緑nlS片で内而に繍方向のケズリを施す。

臨 (22)ほぽ完形であり、 n径27.2cm、制高25.8cm、裾-部筏7.05cmを測る。!阿部中位に担千・をn，Jiり付

け外国は縦J-il{fjに近いハケ日、内lf1iは不定方I，~Hこケズリ を施す。 裾部がやや歪んでいる。

ミニュチュア土問 (24)I I径4.0cm、器高2.5聞を測る。手ずくねで内而に指頭痕が残る。

石製品

臼玉 (25--42) Jト18佃椛認している。滑石製で幅0.5cm、j早さ0.25cm、虫さ約0.1gである。

ー 10 -
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Fig.11 SI30実測図 (1/40)

イi鍬 (43)サヌカイト製の-rI鯨である。先制を欠制する。IY-さ0.3cm、直さ 1.2gを測る。

)/(tJJ'i (44)使用した感のある求IJ片である。lkさ4.6cm、押さ 1.7cm、虫さ22.2gを測る。

SI1 0 (Fig.18、Pla.32)

弥生 1:間

政 (45.46)45は直になっrI緑を_r;lし、 1I緑ドに断úri~角形の突引をll.~り付け小さいキザミ ílを施す。

46は外反する円細部片で 1-1梓自I~小さなキザミ r Iを施す。

行製品

石鍬 (4 7) サヌカイ ト製の行鍬である。 冗1f3で l~さ 2.5crn、)y.さ0.5cm、 ，nさ 2.3 gをiJIIIる。

S120 (Fig.18、Pla.32)

仰生上保

割 (48..._ 50) 48は完形の裂であり、 11筏24.2cm、間?，1I27.3師、 !ま径7.2cmを71111る。rI縁部ドに断面三

角形の突41fを貼り付け、白紙~f~ と究・mにキザミ目を施す。 訓盤は外Iftiは斜方I ÎIJ と縦方l ílJのハケ rl、内面

はナデである。底部外面にミガキを施す。

一 11 ー



Y "46，520 Y 4H，r.lfi 
1 '46，297 ，(96) 

X 2仏 165125.79払250)

X 21;，1 呂田

匂
X 26.1"5 

Y-，161525 

X 26，135 
10m 

x・26，125 。
)(11川園地帯断帽

Fig，12 遭柵略測図 (1/200)
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レンガ構造物 (暗渠)実測図①(1/20)
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l.Ø~1Il!!l 1: 
2 淡侠照色:1:1鈍色~il!l
3.t提訴IAI色 t
{柿色N浪、前色小プロック司書}

4.淡111策色 k
5.淡1暗色 t
6.1Il灰III!!ltITl!!l小ブロック混}
7.鮒則色 t(革栂色プロック滋】。

8. ~提蕉色 1: (tt&館総}
9.渋茶色:t(慣色プロヅク事〈縦1
10.渋茶樹色I:(Tt色純首選)
11.耐革色 1:(/11&館書道}
12.茶色土(鍵色小純鎚}
13.%高尚革色上t床か?l

2m 

レンガ水路土層図②(1/40)

13.60m 
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Fig.15 5101出土遺物①(1/3)
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Fig.16 SI01出土遺物②(1/3)
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Fig.17 SI01出土遺物③(1/2)

@ @ @ 

r:m a:II 

:10 回 31 32 33 

@ 

c:m 
111 112 

10an 

。

49は11緑1111)"で断i師三角に近い円紙を形成しキザミト|を施す。50はやや外比する11械部)1，"で11性rlllに

キザミrIを雌す。

SI35 CFig.18、Pla.O)

()1J， 1[-: -1:間

割 (51---58) 51は11径19.8cmをiJllJる。断|百-:fJJJちに近い11縁を1I，'jり付け、円形に近いキザミ口を加す。

調喧はナデ。52・53は51とIdJ様のタイプである。54は11縁部片で口Id日15にキザミ白老施す。55はλ

型の到の円制部でI1持部に2 ケ )~rのキザミ日者施し、 ，VI\j盤はナヂ。 56はLI緑が凶に外反するタイプで

調幣はナデ。57は底径6.4crnをifjIJり、 j底上げ‘の岐部を形成し，>>;'，1量産はナデ、内而にはrn顕艇が残る。58は

j点傑5.Scmをill'Jり底 1-げの底部を形成し調輸はナデである。

- 18 -



SI25 (Fig.18、 Pla.32・33)

弥'I~ l:間

到 (59--64) 59は崩れたr1制端部であり、 I ~I純ドに断lóí台mの突引を1I1~ り{、j ける‘ 1 1村部&び突郁

にはキザミ r1を施す。60は円鯨を断I.fri :f{J 1f~に近いJ8をとり、調慣はナデ 6 J は I I材に断lili -:'/(J Jf~に

近い形在とり、 1Jifj部にキザミ 11を施す。 62は断IWf~mの口線をJf%長し 1 I'f1(:11にキザミ11、いJ1Mに折

1in泌が伐る。63は断rui宅fTJIちの11紙を形成しII総m~には形成時の指ほl叫が伐る。 64は 1 I総;郁が・部欠

fnするが|析1(li-=j(lmのI1緑を1する。 65はJ~'(作6.4cmをn!IJ り底上げのほ仰を形成し凋恨はナデ、 |人.J1mに

は折則的が残る。

fiEUJdl 

イ[鍬 (66)サヌカイト製の(I鍬で光州!が欠如する。快りが浅く、!ぱさ0.5cmを:ffllJり、 mさ0.9gであるo

SI45 (Fig.18、Pla.33)

']!Ji~ 1:. I.?H 

銀 (67)断l而tu移に近いII紬を形成しII持部にキザミ 11を施す。11総ドに突仰を1I，'iりHける。

S130 (Fig.19、Pla.34・35)

弥'I~ I : ~H 

現(68--76)68はrl鯨にメしみのある断Ifri汀(J)隠の11制を形成し、II総ドに断1(li:_f(J J修の突引をW，り付け、

H~こキザミ 1 1 を施す。 69は断I市 -:j(jI隠の11制を形成し内{IllJを~11:摘み kげたm状をとる。 I I紙ドに断

IIII ~f(J J停の突引をWiり付け、キザミ11を施す。II持部ドに爪状の山跡が叫り、突m ドは縦/iri，jOiハケ11

を脱jす。|人.Jr(liには折制泌が伐る。70はIrr:れ ドがる断1M=.I(r}~の 1 1総を111し、 11仲間にキザミ 1 1 、 l~rJi院

はナデ。71は外反するII械部片でぷjt!~はナデJ 72はくのナ:にIfTllllIするI1触を日し、 l開閉はナデ、|人n1TI
は櫛jìlJ，Jのナデを施す。 73はほ作:6.0rmをìJIIJ り、 IJ~1'1ISに焼成後と与えられる窃イしが残る。 74はほ符7.65

cmをmll り、外lfiiは縦.ñr;l]のハケ 11 ドに U1~i~が似る。 75は Jrt. J.虎でほ筏6.8cmをìH1J り 、 外 1(11に縦hï{'Jのハ

ケ11、|勾l師はナデ娘跡が叫る。76は凶作5.JcmをilllJり、j底部が純状に¥'/.ち 1:がり体行1Iが1mくタイプであるc

外L(liに縦}jl{'1のによ4胞が鈍る q

{i型~"ll"
イi鍬 (77-79) 77はサヌプJイト却の完形川であるo }'j.さ0.3cm、，Tiざし3gを訓IJる(78はサヌ力イト

仰で先制!が欠叫する。 )'/さ 0.3rl1l、 ~n さ 0.6gを訓IJる。79はサヌカイト製で!山lが-ml欠iUする ，}IJ.さO.4cm、

J!1さ0.9gをiI!llる。

イi錐 (80)民さ3.7cm、Jl，Iさ0.5crn、"1さ5.9gのサヌカイト別であるQ

SK05 (Flg.19、Pla.35)

IJlfi'l: 1-.間

到 (81)、['-)L-'Kで}I主任7.6cmを ðllJる。 )f~Hが押しく JMl択をはイ'1則。

イi叫ん"

{i鍬 (82--84) 82はサヌカイト却でl出l部が一部欠制する。 t~りが伐く、 }1J.さ O.4 cm、 iT(さ 1.5g を剖IJる。

83はサヌカイト製でJI，iさ0.45cm、市さ1.4g を測る。 84はサヌカイト製で先立:;，1&びl出lの - ffl~を欠制する。

}';(さ0.4rm、心さ LOgを制IJる。

SK15 (Fig.19) 

イ jl山Illl~

J作イj(85) 安111~1製で全1(liに使川痕跡が凡られる。 Ir(さ 91.3g 。

S-16 【SI30内ピット】 (Flg.19、Pla.35)

44iJ15げ2

現 (86)1 1縁部を断而三f{JmにJf~ばし 1 1総 r~こ断rlli.:=.f(1 If~の突引をnl~ り付ける。 Hにキザミ 11な施す。

s・17 (S130内ピット】(Fig.19、Pla.35)

k型Ull"

役州 (87・88)87は長さ3.8cm、iHさ 13.8g、88は長さ4.1cm、市さ 14.2gを測る。
- 19 ー
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石鍬 (89)サヌカイト製の有鉱で尖叫!とl出唯一部欠損する。厚さO.35crn、重さ1.4gを測る。

S-13 【SIOl内ピット】 (Fig.19)
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Fig.19 SI30・SK05・15・他出土遺物(石器 1/2・土器 1/3)
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Fig.20 レンガ水路 ・表土出土遺物(石器 1/2・土器 1/3)

U:'li山
町、x，ui.l1'、(90)r It壬15.5r01をiU1Jり1l'(:'HSが欠削する。11総端部を内f)IIJに摘み 1:げ |人j間させるa

SD55 (Fig.20、Pla.35)

l:rlIIIMH 

小IIll(91) 1 Itを9.9c01、桃山j1 .7c01、 )1去作A.9c01をtJllj る 。 )，~込みに桝{と文のIlq引 1 1 し、 )J'~mS外 lÚÎに「ノk天日」

とか!りであろう rtt'}多口口口.J0)スタンプが伐る。

火鉢 (92)底問1)'，'でIjt筏 19.6c01をnllJる"1付Illlはua以跡が残り、外1MはJ作叫が押しいため不ryJ。

間 (95)民向24.3c01を淵1)る。内外1Mは斜/';1"'1にハケ"を施し、応部内1Mはナデ、ほftll外rfiiハケ11。

1'1磁

1111 (93) rH王14，7c01、間，f:j2.75cm、，'，':ifj径6.0聞を制IJる。11.1if?のみ館l約で比込みに呪ね焼さのための刺

の出き取り泌が掛る。 岐部外耐に1I~，tr l"1 りに .MADEIN . と hZII，~ ，nl"l りに JAPAN のスタンプが蛾る。

J :事~，日l

柿状 l二世UII"(94) I河端が欠制している。断l而Ptll(l)~に形成され、 )IJ.さ 2.7cmを11IIJる。

ぷ 1:CFlg.20、Pla.35)

1: '山，'，，'，

紡鈍Iji(96) 光J~，ç，'，でn'l1壬4.65clI1、Jl/.占 1 .05cm、市さ26.3g をn!IJ る。 11'央に却孔符0.500を ìl(ljるo

{ïrJ!~U，，'， 

細石川 (97) (，~ï~U，ltJ可欠mしているが、刈;郁の形成出は残る。 帆0.75c01、JrIさ 0.3C01、Jl1さ 0.5 gをsjIJる。

行跡 (98)サヌカイト製の石織で快りは浅いc jlJ.さ0.3csl、喧さ0.7gを7111Jる
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W 考察

明穴1l:府について

今次訓査からa l'gおuの住岡跡を検/1\している。 こられらの作間跡からは'Jか~I時代，ìÎIJUIぶから市t~lll寺代
同， J閉までの L:慨を山 L しており、ある.NJ症の時期I~Mで集結の~躍があると与えられる。 また、住1，4構造

や胤棋にもi!éいが児られ、~rli城での矧例やH剖削 ・l-H2の様相についてkliベる。

弥生時代前Wl;Rから巾則fJJill1にかけての辿物をもっ住民は SI1 0 (円形)-20 (応形ト35(方形)・25(円

形)・45(j1 J形)・30(P J)隠)であり、 S[O1以外全ての性問となる (ST40・50は判断しうる;11物が出ヒ

していない)。これらのtl:)，引111:辿物を概観すると、到の形態による分知がμられる。$T10・20・45は

ruノ'rタイプとH予ばれる刻み11突市立:系の 1-:加と如!なし|料をとる板付日式系の上総が出伍する(以下、

A則)。次に他ノIjlタイプが大下を8め、城ノ雌式と ，hfえられる製が少数/111:する Sl25・30・35である(以

下、 sj制)0ftJr})形態からすると A.BJUIHに円形と JjJf~の住川が出向している。 しかし、 H形の住J!!:;

に閲しては円形に比べて小さく、 リ部生後JUIのJîH~伶Jr'lに比べても非常に小さい。 挟小なi澗f"f.区のため住

JrlJ配i百~"fの令容は liUlえないが、 AJ倒において S125仰に SI35 (40)、BJlflにおいて SIlO併にSI20という

l' JJ例l:)，!iの併に小JF，'UiJB件:J;.r-}がnっているjiは折摘しておく。

r' i問時代の住肘は S101のみである。{主);-rfは4小;杭でほぼ，EJJ形である。協ないしはかと与えられる泌

跡を妓している。辿物は|二(I，li~~ ，¥'Ij師、ト，'1行制臼-F.1予を1.1¥上しており、 i立物の11金山lについては51せ紀後半

から6世紀代と巧えられる。

とれらのイF.J;J;跡について、 、吋l円~rI打i城での訓1内会吋やf十付'J悦J~例との附係からJ見Zてみると、 d弥4かi'叫伝何削H時L昨、与?代1前‘ìf泊d山íj山州1..1ぷ4カか、ら I1川|

瓜以~ににかけてのi辿u跡はf巾|打1 1耐宇判如j打ms郁liSの'/附i作?川i辿u跡跡1昨↑伴下カがtある。 t!~~，flj約7mf'ïlの凶状地'~I:{!lJ山にな地し、 l帽に欠ftlSl11が

展開する佐川|則係にある。辿跡からは{l:J，[t跡、 1:摘、指?Fの辿川、板付式上掛から ~Ä玖式 I:?Sまでの辿
物が大Mに/1.¥1二 しており、 riì~における、''1抜~~Iのm限となる辿跡川である。 /1\上Ji'1物に|則しては、今次
調ft./I¥1:辿物である (úノ '1' タイプと H予ばれる刻みn突f!?文系と附や城ノ雌よ 1:日誌を ~I ， tに /11 1て してお
り、山i1立跡における前JUJボの)11物1 1:1 仁削IÎ，Jは'ì i~'川辿跡~r~ と同様である。 山山までに前JUUミから "'JU]初聞

にかけての)11跡は ri1 1事g ì'ffSでしか附[ì，隠されなかったが、今次，~gtiにより rlï北部にも山í ，l刻UIのi山跡がイバ巨す
ることがIVl らかになり、今次制1i:から |川へ~t'J600m O)八矢rÍ'. I~立制msに作イ1:する怖'1ミ ' 1'山l以降の大m桝を
形成するJ波数森ノオミill跡との|則Jillも折1i'Iaしなければならない。"i邸時代のH:J.r;である S1011l¥ l:泊物と

知似する辿跡はj故数森ノ木m跡、 111仰辿跡である。 J~に今次，U.'iI台近隣の八 Y:. rí:隙~ÅT;r{iSにj起1mする辺跡で

ある。"寺101を判断するill物については尚附が準げられる。5jlUt ，ìíj ~I~-までに児られるIltl l1U しながらラッ
パ型に1mくタイプではなく、 休部からU柑にかけて|人.Ift]させる阿部をもち、地111mであるという特・微をも

っ。との尚j不を/111こするJn，f;'，~は叶 riiでは比較的少ない。 仁日誌のH引U]についても511t紀後半以降で6世紀

のどの段階までのiるのかは不明である。また、 i自梢には加であるのか炉であるのか判断しにくい出跡が

残り、 ~ÜJお絡の1-1\上が押1隔であることから、 5世紀代にはn:同は廃絶しているのではないかと考える。

レンガ梢造物 (lIff渠)について

今次iWJff.1正と独行する JR糾聞に前交する!巴で SD550)榊を検I.l¥している。榊の四MI，:、縦断It[前にレ

ンガの榊造物を投け、 "行渠として縦断西側へ描ける榊造をもっjiJ桝である。

JR鹿児山本線にはレンガ備を合め、数多くのレンガ梢造物が伐存している。'-1'1市ではfMJ地区や羽

犬緑地区等でレンガ怖が数ケ所で見られ、 行1IはIJJ役で{史川されている。

JR鹿児品本線はJ883年(明治J6il~) に民iì!tの九州鉄道(株)として鉄泊ill，ì捌 l訓が行われ、 1 888
{-Fに t~!}多←久留米|日lで打工し、吋 l打域は 1 891年(明治2411~) に I"J ， ì]- ，~':j瀬間延伸により敷設されている。
その後、 1907年に逓伯作市|五|鉄道li'により口収、 いll-H'化され叫に1987年に旅脊鉄道会主1:として民常化

されたj挺史をもっ。

*1犬塚駅付近の鉄道工引については、Ht品地区の矢部川鉄橋 1:引に間山山山身の山 ド盟六が派泊され、
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近|排出家から思!場作業に}{d則される者が多かったといわれている。

レンガは江戸H与代点WJの185711::(安政4il三)に長崎でオランダ人梅田将校により照時、製造された

のが初制とされ、その後、全凶作地にレンガ製造所がill却されよflt/_tl広:されるようになり、円位仁場姐

設などで・のtMi足が，I'，'jまり、後に鉄道u!設に本桝的に他mされることとなる。

鉄道線路にふHと平行して駅内や水門、柿染、円wなどはレンガにより桝策され、 ドイツ人妓fJrffやイギ

リス人技師による近代化が推し進められた。また、 |斗日、?に木材や行、コンク リー トなどもレンガと同時

に多く仙川されている。

今次:，11日fEでi油l認されたレンガ令官泊物は本文で述べたとおり、 i白木r1としてアーチをつくり IThiサイ ドに

秘情をl泣け、R.JH~i~や取水111ごはモルタルで削っている。 レンガの制みjjはイギリス硝みである。 当時

はイギリス~み、フランス制み、託手配iみ、小r I fJ~み等があるが、イギリス制みが掛í~lで・般的な制み

J]とされ、フランス机み等はイギリス制みより 1，1.く保川され、史観に倒れていたが、 制み方が似雑なた

め、ごく 一部の探川に印まっている。き~diのレンガ梢.liJ物の'11では矢部川に残fがする棉l出|に一部フラン

ス，fiJみがIlil;，t習されている。

レンガガ. サ寸'法は l悶92お5~作|ド:. (火I正I五::1川4{句年!ド三)に全|何川R可l統

1剛nm x 60伽mm叫)が定められ、それ以前は製泊所やm~}lIJ、 仕様によりに

、J-法が見なり、、J'法による乍1湿地比'どができるWf究が小野rn滋氏に

より なされている。また、 今次，vM1Eで附秘されたレンガをdjlJ定し

てみたところ、長さ230mm-235mlJ1 (平均232.5mm) 、 I~M I 05 - 120 

Inm (112.5mm)、F，iさ55mm--65ms1 (60mm)を7nIJる。これを小野川滋 ................... 七/二__-
';'I;，_fl.fi:_、、】， 23(1匂23!畑

氏の分~lでLよると IV - [ 町iに近似する。との 、J'法のレンプJは|瑚 I'tîl出ノ~j "(6山、 n'叫 32.S.'

1105W12U酬
(112.5咽)

以以に~く はられ、九州では熊本に打F-~られるが少数派のようで
Fig.21 検出したレンガ寸法

ある。また、 lV制が全体シェア(データ総数1526)の9%にしか説

"iせず、 111代目IJでよよると 18721fユ-1881年のIIrlが品も生成此び使川されたようである。

今M脱却されたレンガ柿泊物の築ill・年代については、 I~'j多一久間米11\1の鉄道IJ~Jillが J 88911~ (明治22

年)であり、続いてじ'評された久町米から水拡にかけての路似が1891年 (印Jm24年)には1m泊してい

ることから、 1889年から 189 1 1 1~の2年のWJになる。 rli史では 1889倍以降引き制き久間米以南の工'Hが

進められたとあるので、 188911ミに近いH剖UJに

榊挺されたと巧えられる。

IIG洋文I~Jが r訂むなく人ってきた明治時代、

外1"1人により指噂され円本で、鉄治が蚊l役され

たH針。lに今次制作のレンプ(J'fj"1造物が村'H隠され

た。それから120{ド後、 n本人が生み出した日

辿畝ニ道である新幹線を九州にill，没するために

コンク リ ー ト型柄脚札~i設のあおりを受け近代

化遺産であるレンガ梢出物が般域 ・削減した

ことは何とも皮肉な出米Jjlである。dll人jには

まだ縫っかのレンガ桝造物をはじめとする近

代化迎用が硯っている。 今後、これらの似tÌ~ . 

活用を推し進めていかなければならない。

幸喜々 文献

小野ru滋 『鉄道榊出物探凡』 トンネル、 附段のはti・訓ベ方

小野|円滋 J;~制学研究J~l.lf r鉄道と品~1正J そのj似史とデザイン

『筑後r!i!1.!J筑後市1995

JT~ キャンブックス 2002

l必ぬ11¥)阪会 200'1 

rtMIMI瓜の近代化inJ色I' 11 41:近代化j自Jl'((総fT州自制作.~. H.llliily，t文化lU，側両側伐の m 113U! ~J'凋叫数行丞u会 IU93
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